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ンに乗り込んだ。しかし、いつまでたっても席に案内されない。どうやら、予約の際に行き違いがあったようで、送別会の幹事は大学から最も近い支店Aに電話をしたつもりが、別の支店Bに電話をかけてい 。幹事は支店があることを知っていたので、予約の際にA すね、と確認した。ここで店の従業員は「違いますよ。うちはBです」と答えてくれればいいものをなぜだか「はいはいうちはAです」と答え のだそうだ。　
すでにこの時点でみんな腹ぺこになっていても




を見つけた。コロンボの中心部にスリランカの田舎の風景を再現したレストランだという こんなレストランがあればいいのにと思っていたのだ。新聞情報では、どうもホテル 併設されて るらしいが、 場所がはっきり ない。よくあることだ地図が間違っていて 炎天下でさんざん迷っともあった。今回はホテルに行って聞けばいいことだ。ロビーで一番い 服を着ている 聞いてみた。その辺のアンチャンに聞いてもだめだと経験上分かってい から。流暢な英語で道案内を受けレストランに向かった、はずだった。しかし、辿り着けなかった。　
期待していたから辿り着けなかったことは悔し
かったが ロビーの係員を責め立てる気に ならなかった。悪気のない相手や責任を認識して ない相手にいくらくってかかっても空しいだけで却ってこちらが滑稽に見える、というのは経験済みだ。怒ったら負けだ。だから大人しく退散　
こんなことを何度か体験するうちに正確な情







が減ってすっきりするかもしれない。高級ホテルのスタッフに悪気はない。善意なのだ 彼は仕事として責任を果たすためにレストランの場所を教えたのではなく、外国人が困っていたから善意で対応したのだ。き と。そう思えば腹 立たそれに有効に使った時間やエネルギーを私はどんな風に使っているかと言ったら、せいぜ 夕食後テレビを見ながらくつろぐ時間 増や くらいだ。 節約したお金もおやつを余計に買う だ　
代金や税金を払っているのだからそれなりの対
価を受け取る権利があると主張 もいいけれども、そんなに相手の責任を問い だしても、相手が認識していないと、却っていらいら しまうだろう。それよりも適当に期待して、目 前の現実にその場その場で対応した方が楽かもしれない。少なくともスリランカでは。　
そう、 少なくともスリランカでは。日本に戻り、
私はすぐに日本の情報提供が正確 あること、正確な情報を提供しよう いう姿勢に感動した。ああ、やっぱり便利だわと。その一方であまりに正確な情報を求め、相手に責任を求める偏狭さは、そのうち自分の首も絞めるこ になるかもしれないと思ってしまった。
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